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研究成果の概要（和文）：　本研究は、イラクを事例に、ポスト紛争期にみられる国民形成のプロセスを動態
的・包括的に明らかにすることを目的とする。
　そのために、「多くの人々が国家を信頼せず、相対化しているにもかかわらず、強いナショナリズムを表明す
るのはなぜか」という問題を解明する。この問いに答えるために、①国家建設の頓挫と信頼喪失のプロセス、②
国民統合政策の変化、③トランスナショナルなアクターとネットワークの役割の3点を順に明らかにする。手法
は、地域研究（質的調査）と世論調査の計量分析（量的調査）を組み合わせる。

研究成果の概要（英文）：This study aims to identify the process of nation-building in the Iraqi 
post-conflict period in a dynamic and comprehensive manner.
　To this end, it will elucidate the question, "Why do so many people express strong nationalism 
despite the fact that they do not trust and relativize the state? To answer this question, it will 
identify three points in turn: (1) the process of aborted state-building and loss of trust, (2) 
changes in national integration policies, and (3) the role of transnational actors and networks. The
 methodology it will combine area studies (qualitative research) and quantitative analysis of public
 opinion surveys (quantitative research).

研究分野： 中東政治、比較政治

キーワード： イラク　紛争　中東政治

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ポスト冷戦期に多発した内戦などの紛争の結果、国民形成（nation building）が極めて重要な課題となるケー
スがみられるようになった。その典型例が、本研究が対象とするイラクである。イラクで紛争が継続しているに
もかかわらず、国家や社会が崩壊しない要因を、様々な観点から分析することは、グローバルに広がる紛争とそ
の後の国家建設、国民形成がいかにして軟着陸するかを考えるために、ひいては平和構築をさらに進めるため
に、きわめて重要な課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 ポスト冷戦期に多発した内戦などの紛争の結果、国民形成（nation building）が極めて重要な
課題となるケースがみられるようになった。その典型例が、本研究が対象とするイラクである。
イラクは、2003 年の米国による侵攻（イラク戦争）で大きな体制転換が生じ、その後も内戦や
「アラブの春」、イスラーム国（IS）の台頭などで体制が安定しないままである。その最大の要
因のひとつが、紛争後に国民形成が順調に進捗していないことに求められる。したがって、本研
究はイラクの事例に着目してポスト紛争期の国民形成について、包括的に分析することが必要
だと考える。 
申請者は、ポスト紛争期の国家建設を分析するという視点からイラクを取り上げ、国家機構の

再建をめぐる諸アクターの主体性を浮き彫りにする研究に従事してきた（若手研究 B・H23～25
年）。さらに、教科書分析と世論調査を組み合わせ、政府による国民統合政策と受け手である国
民の態度を解明した（若手研究 B・H27～29 年）。これらを通じて明らかになったのは、イラク
国内の諸アクターが外部アクターの政策を自らの利害に従って利用することで、国家機構の再
建に歪みが生じている点である。また、世論調査では、国家や国家機構に対する不信感が極めて
強い一方で、強烈なナショナリズムを表明することが明らかになった。 
 
２．研究の目的 
 
 そこで、本研究では、これまで申請者が実施してきた世論調査から浮き彫りになった問題、す
なわち「多くのイラク人が国家を信頼せず、相対化しているにもかかわらず、同時に強いナショ
ナリズムを表明しているのはなぜか」を解明することを通して、紛争後の国民形成のプロセスを
動態的・包括的に明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 この目的を達成するために、本研究では、国家への信頼性の欠如と強いナショナリズムが共存
する要因の解明を通して、国民形成のプロセスを包括的に明らかにしようとした。そのために、
具体的に 3 つの課題に取り組んだ。 
 
（1）国家建設の頓挫と国家への信頼喪失のプロセスの解明 
国家建設がなぜ頓挫し、国家や政府がいかにして正統性を喪失していったのかを分析し、国家

への信頼が失われ、国家が相対化される要因とプロセスを明らかにした。まず、国家建設が頓挫
した要因として、軍と警察、官僚の人事を分析し、多様な政治勢力の浸透によっていかに「新家
産型体制」が作られたのかを明らかにした。そして、この「新家産型体制」が機能不全に陥って
いく様子を、現地の日刊紙をデータベース化することによって、記述的に明らかにした。 
 次に、政府や政治への信頼喪失の最大の要因と考えられる汚職蔓延の実態を明らかにした。こ
れについては、資料は新聞報道や国際 NGO などの調査報告書を用い、加えて汚職追求の市民運
動を率いるカーズィム・サフラーニー教授（バスラ大学）に対するインタビューで明らかにした
（2019 年 10 月バグダードの日本大使館にて実施）。 
 さらに、こうした日刊紙や聞き取り調査にもとづく政治不信の蔓延を、より実証的に明らかに
するために、国家や政府への信頼度を問う世論調査を実施した。実査は、サラーム・アバーディ
ー教授とマフムード・カイスィー教授率いるバグダード大学社会学部の調査チームに委託した。
実査はアラビア語とクルド語によるイラク国内の個別訪問面接聴取法で行い、1,000 サンプルを
抽出した。サンプリングは、民族・宗派別の人口比に比例するように注意し、層化無作為抽出法
で行った。 
 
（2）国民統合政策の変遷の解明 
 にもかかわらず、紛争後のイラクでナショナルが強いのはなぜなのだろうか。この問題を考え
るために、新旧体制の国民統合政策を比較し、新体制の国民統合政策が頓挫する一方、旧体制（サ
ダム・フセイン政権）の政策が根強く残っているという仮説をたて、それを検討した。そのため
に、まず、学校教科書を通した旧体制と新体制の国民統合政策を比較分析した。教科書に加え、
イラク国内の新聞・雑誌、新たに発見された旧体制の刊行物から国民統合政策の変化を分析した。 
それに加え、新体制下で歴史部門の教科書編纂を進めた中心人物ファッラーフ・アサディー教授
（元ムスタンスィリーヤ大学学長）への聞き取り調査も行った（2019 年 10 月バグダードの日本
大使館にて実施）。また、上記の政治不信と同様に、世論調査のなかに国民統合にかかわる質問
事項も盛り込み、政府の国民統合政策にかかわる世論についても分析を行った。 
 
（3）トランスナショナルなネットワークの解明 
 国家を相対化しつつ、強いナショナリズムを表明する国民が、具体的にどのようなアイデンテ



ィティを持つようになったのかを明らかにするために、国家に代わって重要な役割を果たすよ
うになったトランスナショナルなアクターやネットワークの影響にも着目して分析した。具体
的には、部族の国境を超えた繋がりや、シーア派民兵集団である人民動員隊とイラン革命防衛隊
や宗教界とのネットワークの実態を、主として新聞報道のデータベースを利用して分析を進め
た。 
 以上を総合し、国家に代わってトランスナショナルなアクターやネットワークが人々のナシ
ョナル・アイデンティティの形成にいかなる影響を与えているかを分析し、とくに既存の国家と
は異なる国家観に基づくナショナリズム形成のプロセスを見ることで、国民形成の動態を明ら
かにしようとした 
 
４．研究成果 
 
（1）国家建設の頓挫と国家への信頼喪失のプロセスの解明 
政治不信の蔓延にかかわる世論調査の結果は図 1 のとおりであり、やはり様々な側面で政府

に対する信頼度が低下し、政治不信の蔓延している状況が実証できた。イラクの政治不信につい
て、世論調査を全国規模で実施して実証した事例は世界的にもなく、日本語の単著にまとめて公
開したことに加え、国際学会等で報告を行い、高い評価を得た。 
 

図 1：政治不信の蔓延 

 

 
（2）国民統合政策の変遷の解明 
 教科書分析によって浮き彫りになった国民統合政策における旧バアス党体制と新政権のあい
だの差異について、世論調査をとおしてその受容の度合いを分析したところ、イラク戦争後に学
校教育を受けた世代とそれ以前の世代のあいだには、国民統合政策に対する考え方に、大きな違
いがあることが明らかになった。具体的には、図 2のとおり、若年層ほど新しい国民統合政策を
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受容し、年配層ほど旧体制の統合政策を支持しやすいという結果が判明したのである。 
 
図 2：新たな「国史」の核への支持の年齢別の確率（左は「民主主義の獲得」、右は「古代
文明の発祥地」に対する支持の推計） 

 

 
（3）トランスナショナルなネットワークの解明 
 トランスナショナルなネットワークを駆使した組織が様々な活動を展開しているにもかかわ
らず、彼らが実際には強いナショナリズムを示していること、そしてナショナルな枠組みを超え
た活動に対してほとんど支持が集まっていないこと、などが判明した。 
 
 以上の結果、紛争とその後の復興プロセスで国民統合政策がかなりの程度機能していること、
その結果としてナショナリズムがかなり重要視されていること、政府や政治に対する不信感が
国家の枠組みの解体ではなく強化と改革に向けられていること、などを実証的に明らかにする
ことができた。こうした点が、国民形成を、ゆっくりではあるが確実に推し進め、結果的に紛争
後の社会と国家の解体や崩壊を回避している、という点が明らかになった。 
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